
坂出市 政策部 政策課
課長補佐 兼 未来エネルギー推進係長

松浦 慎一

地域脱炭素マッチングイベント
日時：2025年7月31日（木）

会場：ベルサール東京日本橋
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香川の平年降水量
坂出市は瀬戸内式気候に属し、札幌

市、東京、那覇市などと比べると約

120～330時間長く、晴れの日が

非常に多い地域

降水は梅雨期と台風期に集中し、夏

季においては他県に比べて一段と降

水量が少ない。

１．坂出市の地勢

気 候

人口：47,484人
男性：22,905人
女性：24,579人
世帯：21,051世帯
※令和７年６月1日現在

面積：92.49km2

（東西：約14.65㎞）
（南北：約18.20㎞）

・坂出港：重要港湾（港湾管理者：坂出市）

・番の州臨海工業団地：臨海部の大規模工業用地

・交通：坂出北ICフル化予定、
さぬき浜街道４車線化予定（一部供用開始）

位置 地理的環境

番の州臨海工業団地



0

500

1,000

1,500

2,000

1070 
1169 1190 

1065 1063 

1448 1479 

623 537 518 510 588 572 
487 

428 407 378 

78 

85 89 

107 103 

136 
148 

149 

127 133 100 
85 87 

68 
86 86 

67 

78 

85 89 

77 72 

99 
129 

140 

118 100 
87 

92 82 

62 88 84 
62 

182 

186 180 

176 191 

185 

191 

187 

177 
175 

171 
170 164 

159 146 144 
148 

7 

5 
5 

6 5 

4 
6 

5 

6 
6 

7 
7 

8 

6 7 
6 

6 

産業部門 業務その他部門 家庭部門 運輸部門 廃棄物分野（一般廃棄物）

基準年CO2排出量

1,104千t-CO2

約40％減

51％減

CO2排出量の削減および吸
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坂出市地球温暖化対策実行計画における
２０３０年度の温室効果ガス削減目標

２０１３年度比 ５１％ 削減

２．坂出市の温室効果ガス排出量

温室効果ガス排出量の
約６割が産業部門



坂出市がめざす「ゼロカーボンシティ」

カーボンニュートラル サーキュラーエコノミー

気候変動問題への対応
緩和策・ネガティブカーボン
意識啓発等による適応策

持続可能な資源利用
有限な資源効率の最大化
廃棄物量の最小化

資源を無駄なく
循環させる

温室効果ガスの排出を
全体としてゼロとする

×
資源の無駄をなくし
温室効果ガスを削減

カーボンニュートラル
の実現に必要となる

技術・製品に用いられる
資源の確保

CO2

３．ゼロカーボンシティ さかいで



坂出市とTerra Motors株式会社とのゼロカーボンシティの実現に
向けた連携に関する協定書締結式

坂出市とウォータースタンド株式会社とのゼロカーボンシティ
に向けたプラスチックごみ削減の推進に関する協定書締結式

坂出市、坂出市観光協会、トヨタカローラ香川株式会社の３者による
ゼロカーボンシティの実現に向けた共創に関する連携協定」 坂出市と株式会社百十四銀行との移住，定住促進支援策ならび

に脱炭素事業の連携，共創に関する覚書調印式

４．坂出市の取り組み（公民連携による脱炭素事業の推進）

坂出市と一般社団法人坂出市観光協会、株式会社ｙＡｍＡとの
ゼロカーボンシティの実現に向けた共創に関する連携協定締結式

坂出市と国立大学法人香川大学による藻場の再生・創出による漁業資源
増殖促進およびブルーカーボン（炭素固定化）によるカーボンニュート
ラル推進の連携に関する覚書

ゼロカーボンシティの実現に向けては、より一層官民が連携し、

それぞれの知的・物的資源およびネットワークを有効に活用

し、共に考え、共に創る「共創」を推進することが重要

坂出市は公民連携手法を活用した

脱炭素事業を積極的に展開

庁内横断的に施策を
展開できる環境が整う



・PPAモデルの普及
・既存ストックおよび新築建築物のZEB化，ZEH化
・電気自動車（EV）の普及促進 など

・市民、事業者を巻き込んだ地域ぐるみの脱炭素推進にかかる手法
・施策を推進する際のコスト（国、県の補助金等の活用、事業者との連携）
・近隣市町との連携

・新技術を活用した施策の検討

・水素等新エネルギー分野（市域全体の水素戦略等）の検討、具体化
・ブルーカーボン等吸収源対策（ブルークレジット化含）
・ペロブスカイト型太陽電池などの利活用、常用化
・スマート農業関連 など

脱炭素事業に対する更なる公民連携の必要性

施 策

課 題

新技術の導入
実証事業など

５．坂出市の取り組み（市の脱炭素に向けた取り組み①）

企業版ふるさと納税の活用
（法人税等から最大で約9割を税額軽減）

制度を活用した
プロジェクトの立ち上げ


